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〜12月〜
10日（日）養護教員部長会
11日（月）福退教支部代表

者会
16日（土）労働部長会/臨採

部常任委員会/青
年部常任委員会

20日（水）臨採部セクショ
ン交渉

21日（木）養護教員部セク
シ ョ ン 交 渉/栄
養教職員部セク
ション交渉

26日（火）〜28日（木）
沖縄ぬちどぅ宝
の旅

26日（火）〜27日（水）
九協人権教育推
進交流集会/九協
両性研

〜１月〜
５日（金）支部長会/県教協

旗開き
６日（土）県青年教育労働

者の集い
13日（土）全国教研正会員・

司会者会議/ジェ
ンダー平等教育
推進委員会・定
例学習会/母女実
行委員会・組織
者集会/組織部長
会/学校の働き方
改革について考
える福岡県集会

20日（土）女性部長会/明日
の教育を拓くセ
ミナー

　

２
０
２
３
年
度
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
確
定
交
渉
は
、
10
月
22
日
の
副

知
事
交
渉
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、任
命
権
者
交
渉
（
対
県
教
委
）
を
10
月
31
日
、

11
月
７
日
（
団
体
交
渉
）、
15
日
、
22
日
に
行
い
、
24
日
の
副
知
事
交
渉
で

終
了
し
た
。

　

今
年
度
の
交
渉
で
は
、
賃
金
関
係
に
つ
い
て
は
９
月
20
日
に
出
さ
れ
た
人

事
委
員
会
勧
告
（
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
引
上
げ
）
ど
お
り
に
取
り
扱
う

と
副
知
事
が
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
長
か
ら
は
再
任
用
教
員
の
賃
金
改
善
と
、
長
時
間
労
働
是
正
・

教
員
不
足
解
消
に
向
け
、
継
続
的
に
と
り
く
ん
で
い
く
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
す
べ
て
の
要
求
に
対
し
て
満
足
の
い
く
回
答
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
今
後
も
県
教
委
と
超
勤
問
題
検
討
委
員
会
等
で
協
議
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
、
11
月
24
日
の
最
終
の
副
知
事
交
渉
で
、
23
年
度
の
確
定
交
渉
は

妥
結
と
し
た
。

賃
金
関
係

１ 

月
例
給
、
一
時
金
の

�

給
与
改
定
に
つ
い
て

○
給
料
表
の
改
定

�

（
改
定
率
＋
１
・
08
％
）

・
初
任
給
及
び
若
年
層
に
重

点
を
置
き
、
全
級
・
全
号
給
の

給
料
月
額
を
引
上
げ

○
一
時
金
に
つ
い
て
は
、０
・
10

月
分
（
再
任
用
職
員
は
０
・
05

月
分
）
引
上
げ
。

�

【
実
施
時
期
】23
年
４
月
１
日

２ 

会
計
年
度
任
用
職
員
の

�

給
与
改
定

○
こ
れ
ま
で
改
定
の
翌
年
度
４

月
に
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の

を
、
常
勤
職
員
に
準
じ
て
改
定

す
る
。

○
月
例
給
は
人
事
委
員
会
勧

告
通
り
引
上
げ
（
改
定
率 

＋

１
・
08
％
）

○
退
職
者
の
取
扱
い
は
、
増
額

改
定
時
は
追
給
を
実
施
し
、
減

額
改
定
時
は
返
納
を
実
施
し
な

い
。

○
期
末
手
当
に
つ
い
て

　

支給月 現行 改定後

6月期 1.25月 1.275月

12月期 1.25月 1.275月

計 2.50月 2.55月

�

【
実
施
時
期
】23
年
４
月
１
日

○
在
宅
勤
務
等
手
当
の
支
給
を

受
け
る
職
員
つ
い
て
は
、
通
勤

手
当
の
調
整
を
実
施
。

�

【
実
施
時
期
】24
年
４
月
１
日

６ 

夜
間
中
学
校
（
学
級
）
の

設
置
に
伴
う
特
殊
勤
務
手
当
の

見
直
し

○
夜
間
学
級
担
当
手
当
の
新

設
。
給
料
月
額
（
教
職
調
整
額

を
含
む
）
の
５
％
。

○
教
職
員
の
兼
務
手
当
（
時
給

２
、
８
２
０
円
）
の
支
給
要
件

に
中
学
校
職
員
を
加
え
る
。

�

【
実
施
時
期
】
24
年
４
月
１
日

７ 

男
性
の
積
極
的
な
育
児
参

加
の
促
進
の
た
め
、
職
員
（
男

女
問
わ
ず
）
が
１
ヵ
月
以
上
の

育
児
休
業
を
取
得
し
た
期
間
中

に
業
務
を
分
担
し
た
職
員
（
管

理
職
を
除
く
）
に
対
し
て
勤
勉

手
当
を
加
算

○
当
該
休
業
に
対
し
正
規
職

員
・
臨
時
的
任
用
職
員
・
期
限

付
任
用
職
員
（
会
計
年
度
任
用

職
員
は
除
く
）
を
配
置
し
て
い

る
場
合
は
対
象
と
し
な
い
。

３ 

会
計
年
度
任
用
職
員
の

�

勤
勉
手
当
の
支
給

○
支
給
月
数
は
２
・
05
月
、
期

末
手
当
と
併
せ
て
一
時
金
は
合

計
４
・
50
月
と
す
る
。

○
人
事
評
価
結
果
を
有
す
る

職
員
の
勤
勉
手
当
の
成
績
率

に
は
、
当
該
評
価
結
果
を
反

映
。

�

【
実
施
時
期
】24
年
４
月
１
日

４ 

再
任
用
教
員
に
係
る
義
務

教
育
等
教
員
特
別
手
当（
月
額
）

を
各
級
に
お
け
る
最
高
額
と
す

る
見
直
し

○
教
育
職
給
料
表(

三)

２
級

の
場
合
現
行
３
、８
０
０
円

→
見
直
し
後
７
、２
０
０
円

�

（
＋
３
、４
０
０
円
）

【
実
施
時
期
】
23
年
４
月
１
日

５ 
在
宅
勤
務
等
手
当
の
新
設

○
３
ヵ
月
以
上
の
期
間
継
続
し

て
１
ヵ
月
当
た
り
10
日
を
超
え

て
、
正
規
の
勤
務
時
間
の
全

部
を
在
宅
勤
務
す
る
こ
と
を

命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
、
月
額

３
、０
０
０
円
を
支
給
。

○
加
算
対
象
職
員
１
人
当
た
り

２
％
の
勤
勉
手
当
を
成
績
率
に

加
算
。
各
所
属
に
お
い
て
８
％

を
上
限
と
し
、
加
算
対
象
職
員

が
４
人
を
超
え
る
場
合
は
８
％

を
そ
の
人
数
で
除
し
て
得
た
率

を
加
算
す
る
。

○
加
算
時
期
は
翌
年
度
の
６
月

（
年
１
回
）。
再
任
用
職
員
は
６

月
期
と
12
月
期
に
分
け
て
加

算
。

�

【
実
施
時
期
】24
年
１
月
１
日

★
１
に
つ
い
て
は
、
12
月
議

会
を
経
て
、
今
年
４
月
に
遡
及

改
定
し
た
分
を
年
内
に
差
額
と

し
て
支
給
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。

　

２
と
４
に
つ
い
て
は
、
人

事
委
員
会
規
則
改
定
や
給
与
シ

ス
テ
ム
の
変
更
等
の
作
業
に
時

間
が
か
か
る
た
め
、
来
年
度
４

月
に
差
額
支
給
の
見
込
み
で

す
。

支給月 現行 改定後

6月期
2.20月

（1.15月）
2.25月

（1.175月）

12月期
2.20月

（1.15月）
2.25月

（1.175月）

計
4.40月

（2.30月）
4.50月

（2.35月）
� ※（　　）は暫定再任用職員の支給割合

当面の主な予定

賃
金･
労
働
条
件
確
定

�
交
渉
妥
結
！
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制
度
関
係

８ 
連
続
休
暇
取
得
の
促
進

○
職
員
の
健
康
確
保
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
及
び
公
務
能
率

の
向
上
の
た
め
、
年
間
を
通
し
て
連

続
休
暇（
10
日
以
上
の
連
続
休
暇
を
２

回
以
上
）の
取
得
を
促
進
す
る
。
特
に

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏
季
休
暇

取
得
期
間（
７
～
９
月
）及
び
年
末
年

始
を
取
得
促
進
重
点
期
間
と
す
る
。

○
所
属
長
は
年
間
取
得
計
画
を
作
成

す
る
等
に
よ
り
職
員
に
対
し
連
続
休

暇
の
取
得
を
促
す
こ
と
と
し
、
実
績

人
数
の
報
告
を
行
う
。

○
休
暇
取
得
状
況
を
、所
属
長
の
人
事

評
価
の
視
点
に
盛
り
込
む
。

�

【
実
施
時
期
】
24
年
４
月
か
ら

９ 

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の

導
入

○
１
日
の
勤
務
終
了
後
か
ら
翌
日
の

勤
務
開
始
ま
で
の
間
に
、
原
則
11
時

間
以
上
の
休
息
時
間
（
イ
ン
タ
ー
バ

ル
時
間
）
を
確
保
す
る
。

�

【
実
施
時
期
】24
年
４
月
か
ら

★
８ 

・
９
は
、
県
立
学
校
に
対
し

て
県
教
委
が
行
う
も
の
で
す
。
各
市

町
村
立
学
校
で
も
同
様
に
取
り
扱
う

よ
う
に
県
教
委
が
働
き
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
服
務
に
関
す
る
こ

と
は
地
教
委
に
権
限
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
各
支
部
に
お
い
て
地
教
委
で

の
取
扱
い
に
つ
い
て
確
認
あ
る
い
は

交
渉
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

え
て
、
教
職
の
魅
力
向
上
を
図
る
た

め
、
長
時
間
労
働
の
是
正
の
ほ
か
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
な
ど
、
教
員
が
健
康
で
生

き
生
き
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
く

こ
と
の
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に

も
引
き
続
き
と
り
く
ん
で
い
く
。

【
超
勤
問
題
検
討
会
と
は
】

　
教
職
員
の
長
時
間
労
働
解
消

を
目
的
に
、
福
教
協
（
福
教
組
・

高
教
組
）
と
県
教
委
と
で
具
体

策
を
協
議
す
る
場
で
す
。
県
教

委
側
か
ら
は
、
教
職
員
課
だ
け

で
な
く
、
義
務
教
育
課
・
高
校

教
育
課
・
体
育
ス
ポ
ー
ツ
健
康

課
・
特
別
支
援
教
育
課
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
よ
り
実
効
性

の
高
い
方
策
や
提
言
が
出
せ
る

よ
う
、
年
に
複
数
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
差
額
支
給
‼

　
確
定
交
渉
の
結
果
、
12
月
の
県
議

会
で
給
与
の
引
き
上
げ
が
議
決
さ
れ

た
の
ち
、
年
度
初
め
の
４
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
改
善

分
が
「
差
額
」
と
し
て
12
月
末
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
全
て
の
教
職
員

が
基
本
給
・
ボ
ー
ナ
ス
と
も
に
上
が
っ

て
い
ま
す
の
で
、
多
い
人
で
約
18
万

円
程
度
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
末
に

「
見
知
ら
ぬ
給
与
」
が
振
り
込
ま
れ
て

喜
ん
で
い
る
未
加
入
の
教
職
員
も
い

る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
組
合
が
交

渉
の
結
果
勝
ち
取
っ
た
も
の
で
す
。

福
教
協 

団
体
交
渉

　
11
月
下
旬
の
確
定
交
渉
の
ヤ
マ
場
に

向
け
て
、
11
月
７
日
（
火
）
に
は
、
福
教

組
・
高
教
組
の
各
支
部
長
・
書
記
長
ク

ラ
ス
に
よ
る
団
体
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

感
染
症
の
影
響
が
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
数
年
ぶ
り
に
全
支
部
か

ら
の
参
加
が
あ
り
、
教
職
員
の
賃
金･

労
働
条
件
な
ど
に
つ
い
て
、
福
教
組
か

ら
は
３
人
が
意
見
発
信
を
行
っ
た
。

　
末
次
支
部
長
（
遠
賀
・
中
間
）
か
ら

は
、
教
職
員
の
多
忙
化
や
権
利
行
使
の

難
し
さ
に
つ
い
て
、
安
部
支
部
長
（
糸

島
）
か
ら
は
、
学
校
の
働
き
方
改
革
の

推
進
に
つ
い
て
、
真
子
支
部
長
（
久
留

米
）
か
ら
は
、
再
任
用
教
員
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
場
の
実
情

を
踏
ま
え
て
県
教
委
に
訴
え
た
。

地
公
労
総
決
起
集
会

　
団
体
交
渉
か
ら
一
週
間
後
の
11
月
14

日（
火
）、
２
０
１
８
年
以
来
中
断
し
て

い
た
地
公
労
総
決
起
集
会
が
、
県
庁
前

で
開
催
さ
れ
た
。
地
公
労
（
福
教
組
・

高
教
組
・
県
職
労
）
と
し
て
、
私
た
ち

の
要
求
の
実
現
に
向
け
た
決
意
を
示
す

こ
と
を
目
的
に
、
約
４
５
０
人
の
仲
間

が
集
ま
っ
た
。

　
福
教
組
の
本
村
委
員
長
（
地
公
労
議

 

福
教
協
出
口
交
渉
で
の 

 

教
育
長
コ
メ
ン
ト

○
再
任
用
教
員
の
賃
金
改
善
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
交
渉
の
中
で
一
定
の

成
果
を
お
示
し
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
生
活
関
連
手
当
の
問

題
等
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
。
今

後
と
も
、
国
や
他
県
の
動
き
を
注
視

し
な
が
ら
、
国
や
人
事
委
員
会
へ
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

○
教
員
の
長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ

い
て
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
正
確
な

勤
務
時
間
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
働
き
方
改
革
取
組
指
針
に
基
づ

き
、
現
場
の
教
員
が
改
善
の
効
果
を

実
感
で
き
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
超

勤
問
題
検
討
会
等
の
場
に
お
い
て
、

皆
さ
ま
と
も
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
後
と
も
と
り
く
む
。
ま

た
、
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
て

も
、
服
務
監
督
権
者
と
し
て
主
体
的

な
と
り
く
み
を
促
し
て
い
く
。

○
教
師
不
足
の
解
消
に
つ
い
て
は
、

採
用
試
験
の
さ
ら
な
る
工
夫
改
善
や

大
学
と
の
連
携
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
へ
の
働
き
か
け
等
に
よ
り
、
引

き
続
き
人
材
の
確
保
に
努
め
る
。
加

長
）
は
、「
今
回
の
確
定
交

渉
の
結
果
は
、
公
務
員
の
み

な
ら
ず
来
年
の
民
間
春
闘
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

全
て
の
働
く
仲
間
の
た
め
に

も
、
勝
利
に
向
け
て
最
後
ま
で
闘
い
抜
く

こ
と
が
肝
心
だ
」
と
檄
を
飛
ば
し
た
。

　
基
調
報
告
の
後
に
は
、
県
職
労
の
新
山

書
記
長
か
ら
、
集
会
直
後
に
行
わ
れ
る
交

渉
に
向
け
た
決
意
表
明
も
な
さ
れ
た
。

　
集
会
に
は
連
合
福
岡
の
藤
田
会
長
、
民

主
県
政
県
議
団
か
ら
も
６
名
の
県
議
が
参

加
し
、
交
渉
の
成
功
に
向
け
て
力
強
い

エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

　

私
た
ち
の
勤
務
労
働
条
件
の
改
善
は
、

直
接
当
局
と
交
渉
す
る
組
合
執
行
部
の
粘

り
強
い
折
衝
・
交
渉
の
積
み
上
げ
に
よ
っ
て

実
現
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、厳
し
い
交
渉
を
乗
り
越
え
て
、

交
渉
妥
結
に
至
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た

多
く
の
組
合
員
の「
思
い
」「
願
い
」「
支
え
」

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
仲
間
の
輪
を
広
げ
、
と
も

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

地公労出口交渉で交渉妥結を
通告する本村議長

本村議長の発声で団結ガンバロー！

全
て
の
組
合
員
の
願
い
を

�

実
現
す
る
た
め
に
結
集
！


